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「知らない土地に来て涙にくれた日々」

｢子どもの将来が不安な毎日」。。。今も変わらず
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：東日本大震災から2年6ヶ月を迎えた：
鏡９月１１日、福島第一原発事故の放射能齢
簿 ．識

馨被害から群馬県|こ避難してきた方ﾉﾏが、鞭

:国と東電を相手取り前橋地裁に提訴しま：
磯した。蝉

：全国で'５万人を超える方が避難生活：
轍を送っている現状の打開策を示せない国態

:と東電｡それどころか､汚染水問題や子：
鱗どもの甲状腺被害対策などの無策ぶりが：
:拡大し､原発被害は拡大する一方です。鍵

：「このままでは自分たちの生活､子ども：
鐙たちの未来が潰される！」裁判に踏み切っ鯵

畿

:た原告の言葉に心打たれます。鐘

…
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福島第一原発事故の被害者の皆様には，改めて

お見舞申し上げます。

さて，昨年末ころから，全国各地の弁誰団が，

順次，提訴に踏み切っています。私ども群馬の

弁誰団と密接に連携している新潟と山形の弁護

団も，本年７月２３日に新潟と山形の各地裁に

盈鍵露蕊

提訴しました。群馬も，両弁護団に若干後れを取りましたが，

９月１１日に提訴に漕ぎ着けました。

この間，訴状の作成に取り組ませていただきました。その

中で強く感じたのは，「原子力村」の問題でした。恥ずかし

ながら，「原子力村」という言葉は知っていましたが，群馬

は原発立地県でないこともあり，その具体的な内容は全く知

りませんでした。東京電力の電気を利用してきた者として，

無責任であった自分に気付き，福島県民の皆様には大変申し

訳なく思っています。鍔鍔鱗鍔溌織鍔畿鵜溌壌
私どもが訴状作成に当たって最も活用したのは，福島第一

原発事故の調査のために設置された国会事故調査委員会の報

告書でした。その中には，「原子力村」の人たちが，長年に

わたり，原発の安全性を向上させる必要性に気付いていたの

に，お互いに馴れ合ったり足を引っ張り合ったりして，先延

ばしにしてきたことが書かれています。

福島第一原発事故後，原子力安全委員会

と原子力安全・保安院が解体され，新たに

原子力規制委員会が設置されました。この

ような組織改編が必要だったのは，「原子

力村」の中での馴れ合いが余りにお粗末過

ぎて，組織を存続させられなかったからです。

これまで，原発損害賠償の現場では，東電も’これまで，原発損害賠償の現場では，東電も国も，この問題

と賠償問題とを切り離そうとしていた印象があります。しか

し，皆様が大変なご苦労を強いられることになった根本的な

原因はこの辺りにあり，今回の裁判では，この点を追及して

責任の所在を是非とも明らかにしたいと考えています。

／
く訴状より＞
我々は以上のような観点から被告国と被告東電を共同不

法行為者として訴訟を提起した。本訴訟は、長年にわたっ

て国民を裏切ってきた被告国と原子力事業者である被告東

電の責任を追及し、その結果を一身に負わせてしまった福

島県民らの確実な救済を求める訴訟である。
、

、
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｜［団長]鈴木克昌［事務局長]関夕三郎
｜［事務局次長]門馬義昭・舘山史明
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